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日本版コネクト＆マネージを実現する
制御システムの開発

2024年6月26日
東京電力パワーグリッド株式会社（幹事企業）

⚫ 当社は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO)より「日
本版コネクト＆マネージを実現する制御システムの開発」を幹事企業として受託して、
2020年7月からコネクト＆マネージシステム（C&Mシステム）を開発してきた。

⚫ C&Mシステムは、再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（
大量導入小委）等で整理された系統制約での出力制御ルールに則って開発し、併せ
て、需給バランス制約に伴う出力制御ルールにも則って開発しており、2023年度のフィー
ルド実証によりシステムの妥当性を評価した。

⚫ C&Mシステムは2024年度より運用を開始している。
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⚫ C&Mシステムの開発プロジェクト概要

⚫ 系統制御・需給制御に関する出力制御ルール等

⚫ 当社が開発したC&Mシステム

C&Mシステムの構成・概要

ご紹介内容
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プロジェクト概要

⚫ プロジェクト名
• 日本版コネクト＆マネージを実現する制御システムの開発プロジェクト

⚫ プロジェクト発足の経緯
• 発電設備を新たに空き容量がない系統に接続する場合には、流通設備等の増強を
行う必要があるが、流通設備等の増強には多額の費用と時間を要する。

• 早期に再生可能エネルギーの導入を拡大するためには、「ノンファーム型接続」などの既
存系統を有効に活用する取り組みが重要となる。

• 一定の条件下で系統への接続を認める「試行ノンファーム型接続」といった「日本版コネ
クト＆マネージ」の仕組みを実現し、既存系統を最大限活用していくための効果的かつ
合理的な制御システムの開発と実証がNEDO事業で公募され当社が幹事企業とし
て採択された（2020年6月）。

⚫ プロジェクト目標
• 日本版コネクト＆マネージの１つであるノンファーム型接続のためのシステムを開発し、
実系統での実証を実施する

⚫ 期間
• 2020年7月～2024年3月
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開発スコープ・参画企業

◼ 対象業務

⚫ 系統制御、需給制御に関する業務

◼ プロジェクトの作業範囲

⚫ 系統制御ロジックの検討、需給制御ロジックの検討

⚫ スケジュール配信方法の検討

⚫ 上記業務のシステム化

◼ 参画企業

⚫ 東京電力パワーグリッド株式会社

⚫ 東京電力ホールディングス株式会社

⚫ 北海道電力ネットワーク株式会社

⚫ 東北電力ネットワーク株式会社

⚫ 一般財団法人電力中央研究所

⚫ 株式会社テプコシステムズ

⚫ 東京電設サービス株式会社

⚫ 株式会社日立製作所

⚫ 四国計測工業株式会社

⚫ 一般財団法人日本気象協会

⚫ 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

⚫ 国立大学法人東京大学
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検討委員会は、下記の委員・オブザーバーを招聘し、事業の方向性と進捗を報告、助言をいただくもの。
2回／年の開催。

⚫ 委員長 
加藤 政一 東京電機大学 工学部 電気電子工学科 教授

⚫ 有識者委員（五十音順・継承略）

 飯岡 大輔 中部大学 工学部 電気電子システム工学科 教授

坂本 織江 上智大学 理工学部 機能創造理工学科 准教授

造賀 芳文 広島大学 大学院先進理工系科学研究科 電気システム制御プログラム 教授

辻 隆男 横浜国立大学 大学院工学研究院 知的構造の創生部門 准教授

馬場 旬平 東京大学 大学院新領域創成科学研究科 先端エネルギー工学専攻 教授

原 亮一 北海道大学 大学院情報科学研究院 システム情報科学部門 准教授

⚫ オブザーバー
国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構
経済産業省 資源エネルギー庁
電力広域的運営推進機関
送配電網協議会

NEDO検討委員会体制
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⚫ C&Mシステムの開発プロジェクト概要

⚫ 系統制御・需給制御に関する出力制御ルール等

⚫ 当社が開発したC&Mシステム

C&Mシステムの構成・概要

ご紹介内容
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⚫ C&Mシステムは、大量導入小委で整理された系統制御ルールと、送配電等業務指針に基づく需
給制御ルールに則り、システムの機能を構築した。

⚫ ただし、ローカル系統の系統制約での出力制御は、大量導入小委の整理に、C&Mシステムの開発
工程が間に合わなかったため、当面、ノンファーム電源のみを対象に一律制御を実施する。
※第48回大量導入小委に報告済み。同小委の整理に応じた機能（再給電方式（一定順序））を2024年度に実装予定

   なお、精算システム等の準備の後、運用開始予定（2026年度目途）

系統制約・需給制約に関する出力制御ルール

2022.12.27 再生可能エネルギー大量導入・

次世代電力ネットワーク小委員会（第48回）資料1より抜粋

2024年度はノンファーム
一律制御で運用開始 資源エネルギー庁 なるほど！グリッド！より抜粋

系統制御ルール 需給制御ルール
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⚫ C&Mシステムは前日～当日の30分ごとの出力制御量を算定し、広域系統整備委員
会での検討結果に則り、発電契約者等に混雑予想を提供する機能を構築した。

⚫ ローカル系統での系統制約の発生時は、発電契約者がノンファーム電源の発電計画を変
更する必要があるため、①前日17時頃，②実需給の5時間前，③実需給の１時間
前の３回，混雑予想（ノンファーム電源の出力上限率）を当社ホームページに公開
する。

系統制約に関する出力制御量の公表ルール

第42回 広域系統整備委員会 資料１より抜粋
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⚫ C&Mシステムの開発プロジェクト概要

⚫ 系統制御・需給制御に関する出力制御ルール等

⚫ 当社が開発したC&Mシステム

C&Mシステムの構成・概要

ご紹介内容
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C&Mシステムの構成

⚫ C&Mシステムは当日、翌日の系統制約と需給バランス制約の両方を満足する出力制御量を発
電所ごとに算出、配信できる機能を具備し、既設システムとの連係を前提として、以下の３つのシ
ステムで構成している。

⚫ C&Mシステムの基本的な技術仕様について、一般送配電各社へ開示している。

※系統混雑 ：設備に流せる容量を超えた状態で電気がながれること

※調整力下げ代不足：需要に対して供給力が上回り、周波数の維持が困難になること
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⚫ 系統制約マネージメントシステムにて、将来の送電線潮流を作成し、運用容量を超過
する混雑量を、発電機毎の系統制御量として算出する。

⚫ 需給制約マネージメントシステムにて、系統制約マネージメントシステムにて算出さ
れた発電機毎の系統制御量を反映し、需給制約として必要な需給制御量を算出し、各
発電機の制御量を決定する。

系統・需給制約マネージメントシステムのロジック概要

【step１】
送電線潮流

作成

【step２】
運用容量値作成

制御量を
ﾉﾝﾌｧｰﾑ発電機毎に

配分

【step３】
混雑量を算出

【step４】
系統制御量
需給制御量

取込

【step５】
電源毎への

制御量配分計算

出力制御量の
配信

出力制御値の
HPへのアップ

出力制御値

[既設システム]
エリア制御必要量

系統制約ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

需給制約ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ
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⚫ 系統制約による出力制御量（ローカル系統⇒基幹系統の順に算定）を算定した後、
需給バランス制約による出力制御量を算定する、と整理されている。

系統制御と需給制御の出力制御量の算定順序

再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（第48回）資料１（抜粋）
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⚫ C&Mシステムは、過去の実績潮流をもとに、当日や翌日の系統構成を反映して、当日
や翌日の想定潮流を作成し、想定潮流マージンを反映した運用容量から制御量（混雑
量）を算出する。

系統制御量算出の流れ

【step2】
想定潮流マージン反映

した運用容量

⑥想定潮流マージン反映

した運用容量
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マージン設定にあたっての基本的考え方

⚫ 想定潮流の予測誤差により設備許容値を超過し、設備損壊とならないよう、運用容量に
一定のマージンを設定しておく必要がある。

⚫ 一方、再エネ利用拡大のためマージン極小化を図ることも重要。

⚫ これまでの机上検証結果から、予測誤差は系統規模により異なり、ローカル系統は基幹系
統に比べ、ならし効果が少ないため、誤差率は大きい傾向。

⚫ そのため、マージンは一律ではなく系統毎に設定する必要がある。

基幹系：平均誤差_2.6% 最大誤差_4.2% ローカル系：平均誤差_6% 最大誤差_10%
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⚫ IEC61850に基づく、出力制御機能付PCS等（66kV以上）技術仕様書・伝送仕様書
を、当社ホームページに公開済み。

➢【本文】出力制御機能付PCS等（66kV以上）技術仕様書

➢【別紙】出力制御機能付PCS等（66kV以上）日本版コネクト&マネージメントシステム伝送仕様書

技術仕様書（本文） 別紙 伝送仕様書

出力制御機能付PCS等（66kV以上）技術仕様書

https://www.tepco.co.jp/pg/consignment/access/outputcontrol.html

https://www.tepco.co.jp/pg/consignment/access/outputcontrol.html
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〇〇線1号

⚫ 発電契約者は出力制御に伴う発電計画値を見直しするため、当社はホームページで混雑設備ごと
の発電出力上限値（発電計画比）を公開する。

⚫ なお、発電事業者ごとの出力上限値が把握できるよう、掲載方法を見直す方向で検討している。

発電契約者向け出力制御見通しの情報公開

当日～翌日までの３０分ごとの発電出力上限値の予想を公開

当社ホームページ掲載イメージ
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⚫ 発電事業者は、発電事業者向けのマイページで、発電事業者ごとの当日・翌日の出力
制御見通しが把握できる。

発電事業者向けの情報
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C&Mシステムの外観

サーバー

操作卓

中給・地方給等に設置済み

中給等に設置済み



©TEPCO Power Grid, Inc. All Rights Reserved. 無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社

19/23
系統図監視画面

⚫ 想定潮流系統図：送電線潮流作成の結果を反映した系統図
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⚫ 想定潮流および系統制約計算の結果を設備ごとに確認が可能

C&Mシステムでの想定潮流・混雑量の表示
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⚫ 想定潮流は自然変動電源や需要変動による想定誤差が不可避

⚫ そのため、設備ごとに想定誤差を踏まえたマージンを30分ごとに設定可能

C&Mシステムでのマージン設定

送電線ごとにマージンを設定
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⚫ 電源種別ごとおよび電源ごとの制御量が確認可能

C&Mシステムでの制御量一覧の表示
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⚫ 大量導入小委等で整理されたルールに則りシステム開発を実施

✓先行会社で実施していた需給制約による出力制御に加え、日本版コネクト＆マネージの
取組みのひとつである「ノンファーム型接続」に対する系統制約での出力制御が可能なシ
ステムを構築した。

✓東京電力PGとして今年度より運用を開始した。

✓開発したシステム仕様について一般送配電各社へ仕様書を共有した。

【今後の取組み】

⚫ ローカル系統における再給電方式（一定の順序）の制御順位に基づく出力制御について
は2026年目途で構築していく。

⚫ 系統用蓄電池の連系に対し、国の審議会で整理される内容に則りシステム構築していく。

⚫ 再エネ出力制御時は、出力制御の妥当性について検証し、国へ報告していく。

⚫ 系統混雑が想定される設備について、想定誤差を踏まえたマージン量を、設備ごとに精査
しシステムに設定していく。

まとめ


